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 そしてこのプロセスを検討するため，研究 1 においてまず絵本の読み聞かせ場面とその後の展
開場面における母子相互行為を検討し，研究 2 において絵本の読み聞かせ場面とその後の展開場
面を通して，母子の相互行為が子どもの社会情動的発達を介した語い発達へと関連していくプロ
セスを検討した。そして研究 3 のケースの縦断データによる質的分析により研究 1 と 2 の横断デ
ータより得られた数量的分析の結果の補完を行った。 
それらの結果は以下の通りであった。研究 1 では，0 歳から 6 歳までの子どもの年齢を，乳児




































































（３）これまでの研究では，扱われた子どもの対象年齢が 0 歳から 4 歳までが大半であり，しか
も 0 歳から 4 歳まで通してみたものは殆どなかった。本研究においては，幼児後期の子どもの語
い発達の特殊性（秋田・無藤，1996）をみるため，5 歳以上の子どもの発話や行動にも焦点をあ
て，0 歳～6 歳まで年齢の幅を広げ，さらにその間の全年齢を通しての検討がなされており，第
一段階から第二段階に渡る発達的変化を捉えることができており，新知見として評価される。 
（４）これまでの研究では，殆どが読み聞かせ場面のみが分析の対象となっていた。しかし本研
究では，読み聞かせが子どもの行動の変化に与える影響をみるためには，絵本の読み聞かせ場面
だけでなく，その後の展開場面も視野にいれなければ，子どもの行動の変化をみることはできな
いのではないかと考え，絵本の読み聞かせ場面とその後の展開場面とを設け，それらの場面での
母子相互行為がどのように変化していくのかを検討した。その結果，読み聞かせ時は比較的黙っ
て聞く（思考しながら聞く）ようになる第二段階においても，絵本の読み聞かせによって得られ
たものをその後の展開場面を通してみることができ，ヴィゴツキー理論に基づく「自己内対話」
現象を実証的に明らかにしている。この点も有用な新知見となると考えられる。 
以上により，審査委員会は本論文が博士（心理学）の授与に値するものと認めた。 
 
 
 
